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屋内塵 エ キ ス の 抗原分折に 関する砥究

友公

鯊諏蝨第所究携生鯖防予立国
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　周矧の 如 く屋内壅 （以 下 H ．D ．と艶） に は 種 ？〈 の 抗原

姓 物質 が会 ま れ て い る が ，そ れ 鮪の 中，気管支喘怠 に お

け る本質的な意義を有する AIIergen さ 如何 な る物質 て

あ・る え・：ま未 だ ：二理弓オ、 「こな し、 ，

　そ 二 で吾 k は Allergen 精装の 手始め と して，　 H ．D ．

ま由辷塾壼セを電気i永動 な らtl：1こ Sephadexの Column 　chrO ・

matOgraphy 　lこよつ
』
こづ｝画 し，た ．

　使用 した H ．D 。エ キ ス は 鳥居 製薬 よ 参分与され たH ．D ．

NQ ，110を凍結乾燥後，μ18 ．0， 0．15M 。1硼 酸緩衝液加

生食液で溶解 し透析した もの で 全窒素量 296γ ！cc，蛋白

量13転 5　γ1ccであ つ た．

　先 づ ，
HD ．を starch 　block　electrephoresis （pll　B．4，

0．075Mo1 ，磯酸緩醗液） に か：ナ，　 13時問泳動を行な っ

た後、各 lcmの Seglnent を 食塩液で抽出 し，そ の 全

窒素，蛋白窒素及び多糖体濃度 を測定 し・た．窒素量の 瀦

定 は Nessler法により行い ，蛋白窒素量は抽出液に等量

の 20％ 三 瘟素酷酸を加 え得 られ た沈澱 を10％ の ヨ 塩 素醋

酸で 3回 洗溝 した 後同 じくNessler 法 に ょ じ測定 した 、

ま た，多糖 14忌：ま Anthron法 に ょ Li，1琵li定値 ほ Glucose

｛1｝．に 換 算 し た も の て あ る ．そ の 結果ξま図 1 に 示 す通 り

て ：b る．即 弖，多糖体は殆ん どず べ ての抽出液に 含 まれ

るが，そ の大蔀分は原点よ レ強極鮒 に移動 し て い る．含

窒素物質は原点 よ i，陽極剛 に移亜勇し．少 く とら 4　A − 5の

peak が認 め られ た，こ れ等の 結果 ：よ H ．D．の 複雜性 を

示す 亀の で あ る．次 ：こ 、各抽出 液 をβ【8．0，0．15Mo1 の

硼酸緩衝液加 生食液で狙 倍 き二稀釈 し ， こ れ を H ．D ．に陽

性 の 患者 51球 こ皮内反 応 を 行つ た ．皮内反応 の 績果は 図

2 に 示 す通 りであ る．肆 ち強陽性 を示 し，反応 が 融合し

て ， そ の 極大値 を判切 り測定し得な か つ た 2脅野を 除 げ

ば，Allergenの 主 戎労は No ．15〜28に含 まれ，特 に す

べ て の 患 茜で陽性 を示 すi）はド o、ユ6−−22であ る．図 1に

示す よ うζこ 二 （乙〉剖；フ｝：よ含窒素物質こヨ）2 つ の peak 玉，　H

に
一

致 して い る，又興味あ る事は ， 多穂体を最も多 く含

む Segment 　No ．8〜エ1中に は Aller宮en は 運 在 しな い 事

て あ る．尚注意すべ き事は 各抽出液に よ る反琉；は 患青に

よ つ て必 ず し弓、平行 しな い 事 て あ ll， こ の 事はAllergen

1

彊 i　 Starch　bloch　 e 】ectrophoresis に よ る 各 分 画 の 全 窒 素 量，蛋 白量 及 び 多籍 体量
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図 2　Starch　bloch　 e｝ectrophors ｛S　 l二 よ る 各 9｝画 の 皮内 反 応
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霞 3　 Sephadex 　G −75　Column 　Chromatography に

　　　よ る 各 分 画 の 奄 窒 素量 と 多秘 律 量 並 び 40cA
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醒 4 　Sephadex　Column　Chromatography に よ る

　 　 　各 分 画 の 皮 内 反 応
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の 多微性 を示暖して い る．

　全窒素 量 と蛋白窒素量の 間に は 大きな差が ある’二 とか

らみ て，H ．D 抽出液 中に含 まオt る 含窒素化台物 の 大部

は蛋白質とは 考 え られ な い ．モ こ
．
で，　AHerg ∈ n が 果 し

て 高分子 物 質 て あ る か 否ホ を明か に す る ため ， H ．D．を

Sephadex 　G・75の Column　Chromatography　に か ：ナ

た ・そ の 結果 は 図 3 に 示 ＋ 通 りで ， 多穂体及び含窒素化

合物 の 大部分は 速か に1忠出演中 に治現 し， しか もこ れ 等

ISAIIergenを含 ん でい た ．（図 引 ），こ の結果は Allergen

r■ktl‘a 　　5　　　　　10
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が か な り高 分子物質で あ る事を示 して い る．

　な お 現在 S・phade ・ を通過した AUe ・gen の 頒 iを
更 に starch

　bl  h　electrophoresis に か ：ナ て 分画 を 行

い ・州 ergen の 精製を行 つ て rv・ る．現在の 段階では A】i．
e「gn の 木体 は 不 rl月て あ る が ， 王逋の 結果は ，

　 H ，D，

抽出液中に 含 まれ る 多耄鮒 ‘の 大部分は Allergen と は 無

関係である筝 を示 して い る ．ま た電 気泳 動 を用 い ろ事に

よ つ て ・全窒素の 約 半分を 有勘成分か ら多｝1ナる事が 汀∫能

であゐ ．
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